オ の 育成 
| 


wi 
可 能 性 ~ 


立命 
ап ВЕ 
PP 
: ын 学 首 


お 願い 


* 実 は 、 今 日 の シン ボ ジ ウ ム 自 体 が 、 
| 事業 を 凡 る 人 材 の 育成 - 産 官学 連携 教育 -」 
の "ここ ろ み “の 一 環 な の で す 。 


・CPU ボ ポイ ント ? ОЪ" нн 

出来 れ ば 、「 な ん だ か 面白 そう 。 
若返っ た 気持 ち で 、 一 つ 学 生 と 議論 し て みる か ! JE 
マイ ンド セッ ト を お 願い し ます 。 
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= а = Нч -一 
ПТ ーー 
ui — fs 
/ Ritsumeikan University Online Syllabus 
А 閉じ る / close А 
Е 曜日 ・ 時 限 (*1) 
授業 コー ド ・ 科 目 名 ・ ク HWM “Day of the 単位 数 担当 者 名 
Course code / ала title / Class Тө week, Credit Instructor 
Period 
53291 : ア ント レプ レナ ー 特 殊 講義 (AP)/ 
Special Lectures on Entrepreneurshi 
p I (АР) 
53386: ア ント レブ プレ ナー 特殊 講義 T (AQ)/ 
Special Lectures on Entrepreneurshi 
р Ш (А 
53387: 特 殊 講義 (自由 選択 )2( ア ント レプ レ 前 期 全 oor 1 
ナー 特殊 講義 ) (AP)/Selected Topics 前期 / 2) 時 限 / Sprin > 桐 畑 哲也 /KIRIH 
2(Optional course for Special purpos Spring NON bar 12)P ATA TETSUYA 


eaa Lectures on Entrepreneur 


ship I 


) (AP) 
чечет р 自由 選択 )( ア ント レプ レ 


特殊 講義 ) (AP)/Selected Topics( 
Optional course for Special purposes 
)(Special Lectures on Entrepreneursh 


ipI) (АР) 


(1 製品 事業 化 、 コ 


生 也 的 な 知識 を 提 
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| 。 授業 の 概要 / Course Outline 


本 授業 は 、 産 学 協同 アン トレ プレ ナー 教育 プロ グラ ム の 受講 生 を 対象 と し て 開講 され る 科目 で ある 。 当該 プロ グラ ム は 、 起 業 家 (アン ト 
レプ レナ ー) に 代表 され る 「 自 立 的 で 創造 的 な 人 材 」「 起 業 家 精 神 ( ア ント レプ レナ ー シ ッ プ ) 」 に 満ち た 人 材 を 社会 に 輩出 する こと を 目的 
と し て いて 、 本 授業 は 当該 プロ グラ ム の 基礎 科目 の 1 つ で 、BKC4 学 部 の 3 回 生 以 上 を 対象 と する 。 

本 授業 で は 、 製 品 事業 化 に 係る 文献 研究 、 及 び 、 産 官学 連携 シン ポジ ウム の 企画 運営 等 を 行う 。 授業 の 前 半 は 、5 月 後半 の 特定 非 
営利 活動 法人 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 主催 の シン ポジ ウム 「PM フ ォ ー ラ ム 2013 関 西 」(5 月 25 日 開催 ) に 向け て 、 企画 段階 
か ら 当 日 の 運営 に 至る まで 、 学 生 の 立場 で セン ボ ジ ウ ム へ 参画 、 ま た 、 後 半 は 、 シ ン ボ ポジ ウム の 論点 を 踏ま を て 、 主 と し て 、 製 品 事業 
化 、 プ ロジ ェクト マネ ジメント に 係る 文献 研究 を 行う 。 本 授業 は 、 特 定 非 営 利 活動 法人 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 、 及 び 、 経 済 産 
業 省 近 畿 経済 産業 局 と の 産 官学 連携 プロ ジェ クト と し て 実施 する 。 

※ 本 授業 は 、 授 業 の 構成 上 、5 月 25 日 開催 の シン ボ ポジ ウム 「PM フ ォ ー ラ ム 2013 関 西 」 へ の 参加 が 必須 と な る 。 


受講 生 の 到達 目標 / Student Attainment Objectives 


※ 原 則 と し て 、 変 更 さ れる こと は あり ませ ん 。 
(1) 製 品 事 業 化 、 ブ プロ ジェ クト マネ ジメント に 関す る 理論 的 理解 を 深め る 。 
(2) 新 製品 開発 を 担う イノ ベー ター に 求め られ る 実践 力 の 養成 を 目指 す 。 


Tetsuya KIRIHATA 


授業 スケ ジュ ー ル 


4 月 8 日 


4 月 15 日 


4 月 22 日 


4 月 29 日 一 


5 月 13 日 


5 月 20 日 


5 月 25 日 


5 月 27 日 


6 月 3 日 


6 月 10 日 


6 月 17 日 


6 月 24 日 


7 月 1 日 


7 月 8 日 


7 月 15 日 


テー マ / キ ー ワ ー ド 担当 

イン トロ ダク ショ ン 
本 授業 の ね らい 、 担当 分 け 、 アク ティ ブラ ー ニ ング 、 理論 と 実践 
全体 議論 : 講 師 ・ フ ァ ン リ テ ー タ ー : 経済 産業 省 近畿 経済 産業 局 内 海 美保 製造 産業 課長 
議論 (フォ ー ラ ム 全 体 の 議論 ) 
全体 議論 : 講 師 ・ フ ァ ン シン リ テー ター : 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 
議論 (プロ セス 思考 、 目的 、 成 果物 、 成 功 基準 、 リ スク 管理 ) 
全体 議論 及び グル ー プ ワー ク 
議論 (フォ ー ラ ム と セッ ショ ン 運 営 ) 
全体 議論 : メン ター : 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 、 経済 産業 省 近 畿 経済 産業 局 
議論 (フォ ー ラ ム と セッ ショ ン 運 営 ) 
全体 議論 : メン ター : 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 、 経済 産業 省 近 畿 経済 産業 局 
議論 (フォ ー ラ ム 運 営 ) 
「PM フ ォ ー ラ ム 2013 関 西 」 フ ォ オー ラム 
5 月 6 日 振替 変更 注意 

文献 研究 グル ー プ 発表 及び 全体 討論 I : 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 編 (2013) 第 1 部 (30 分 発表 十 1 時 間 全体 議論 ) (奥村 、 柏 原 、 尾 崎 ) 
議論 (プロ ジェ クト マネ ジメント の 概念 、 シ ステ ム ) 


文献 研究 グル ー プ 発 表 及び 全体 討論 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 編 (2013) 第 2 部 (30 分 発表 十 1 時 間 全体 議論 ) (奥村 、 柏 原 、 尾 崎 ) 


議論 (プロ ジェ クト に お ける 組織 管理 、 コ ミュ ニケ ーション 、 情 報 、 戦 略 ) 


文献 研究 グル ー プ 発表 及び 全体 討 諭 息 : 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 編 (2013) 第 3 部 (30 分 発表 十 1 時 間 全体 議論 ) (奥村 、 柏 原 、 尾崎 ) 


議論 (目標 管理 、 リ スク 分 析 評 価 ) 

文献 研究 グル ー プ 発表 及び 全体 討論 V:Takeuchi &Nonaka(1986)pp.137-141 左 側 25 行 目 (30 分 発表 十 1 時 間 全体 議論 ) (河内 、 对 中 ) 
议论 (Built-in instability, self organizing project teams, overlapping development phases) 

文献 研究 グル ー プ 発表 , 及 び 全 体 討論 V:Takeuchi&Nonaka(1986)pp.141 左 側 26 行 目 -(30 分 発表 十 1 時 間 全 体 議論 ) (深川 ) 
议论 (nultilearning, subtle control, transfer of learning) 

フリ ー( グ ルー プ 発 表 、 講 師 招 陰 等 ) 

皆さん が 企画 し 、 рле 

文献 研究 、 事 業 計画 書 、 採 点 演習 (提出 期日 厳守 ) 

他 山 の 石 、 以 て 玉 を 攻 く べし 

文献 研究 、 プ ロジ ェクト 企画 ・ 運 営 成果 報告 書 の 採点 フィ ー ド バッ ク 、 優 秀 者 の 模 揮発 表 

授業 の 終了 が 、 学 び の 終わ り で は な い 
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成績 評価 - レ ポー トー 


(1) 文献 研究 レポ ー ト 

各自 、 以下 の (1), (2) の 書籍 に つい て 、 授 業 に お ける 発表 等 を 参考 に 、 文 献 研究 リボ ポート (Word) を 、 前 
記 、 指 定 提出 日 の 授業 の 時 間 に 提 出す る 。 各 論文 の 論点 を 、「 章 」「 節 」「 項 」 毎 に 整理 し た 上 で 、 全 体 
を 通し て 、 目 ら の 意見 を 記述 する こと 。 


(1) 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 編 (2013)『 プ ロジ ェクト の 概念 』 近代 科学 社 
(2)Takeuchi, Hirotaka and Ikujiro Nonaka(1986)The New New Product Development Game, 
Harvard Business Review, Jan-Feb, pp.137-146 


(2) 学習 成果 報告 書 
各自 、 日 本 プロ ジェ クト マネ ジメント 協会 主催 の シン ポジ ウム の 企画 、 運 営 に 参画 し て の 学習 成果 報告 
書 を 、 前 記 、 指 定 提出 日 の 授業 の 時 間 に 提 出す る 。 


※※ 成 績 評価 の 割合 は 、4096。 
※ 評 価 基準 は 、 良い レポ ボー ト を 作ろ うと いう 努力 の 姿勢 。 具体 的 に は 、 学 習 し た 理論 を 実践 知 と し よう 
と する 努 力 、 論 理 的 レポ ー ト を 書 こ うと する 努力 等 を 評価 する 。 
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了 成績 評価 一 平常 点 一 


(1) 文献 、 事業 計画 書 の 発表 
発表 は 、 個 人 また は 、 グ ルー プ の どちら で も 構わ な い が 、 今 回 (初回 ) の 授業 で 、 発 表 者 の 立候補 を 募 
る 。 発表 者 は 、 発 表 終了 後 、 印 刷 し た も の を 提出 する こと 。 評価 の 対象 と する 。 


(2) 発表 に 対す る 意見 、 質 問 、 コ メン ト 、 改 善 案 等 
① 授 業 内 で の 発言 
発表 の 際 に は 、 必 ず 議 論 の 時 間 を と る 。 その 際 に 、 手 を 挙げ て 発言 する 。 発言 し た 者 で 、 加点 を 
希望 する 者 は 、 そ の 次 の 週 に 配布 する 発言 申告 メモ に 、 発 言 内 容 を 記載 する こと 。 授業 へ の 貢献 
度 に 応じ て 評価 する 。 
② ツ イッ ター 
発表 中 に 、 ツ イッ ター で 、 意 見 、 質問 、 コ メン ト 、 改善 案 等 を アッ プ す る 。 アッ プ し た 者 で 、 加 点 を 希 
望 す る 者 は 、 ツ イッ ター の ユー ザー 名 に つい て は 、 学 籍 番号 Shimei を 入力 し て お く こ と 。 また 、 自 
ら の 発言 部 分 を 下線 を 引く な ど し て 、 授業 に お ける 貢献 を 分 か る 形 で 、 前 記 、 指定 提出 日 の 授業 
の 時 間 に 、 印刷 し 提出 する こと 。 授業 へ の 貢献 度 に 応じ て 評価 する 。 


※ 成 績 評価 の 割合 は 、60% 

※「 授 業 へ の 貢献 」 度 を 平常 点 評 価 と する 。「 授 業 へ の 貢献 」 と は 、 授 業 の 参加 者 全員 が 互い に 学び 

あう 授業 に 作り 上 げ よ うと 個々 が 努 力 し 、 事 前 の 予習 、 授 業 に お ける 発表 、 議 論 ( 質 疑 ) へ の 参加 を 
主体 的 に 行っ て いる か どう か の こと 。 
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[Г] 


理論 と 実践 
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理論 


知恵 、 ス キル 


経験 


ЖЕТ ИТКЕ ВА 


Гал 
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アク ティ ブラ ー ニ ング 
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9.45, Н 
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ШЕЮ 


Р 07: 


KIRIHATA 


受動 的 ・ 従 属 的 能動 的 ・ 主 体 的 
受講 者 の 人 姿勢 出所 :MRI(2006) 


11 


Copyright (C) Tetsuya KIRIHATA 


学ん だ こと を リア ル の 社会 
で どう 生か すか ! ! ! 
を 意識 し て 、 授業 を 活用 。 


授業 スタ イル 授業 の 目的 授業 外 学習 授業 外 学 習 の 目的 
スタ イル 


アク ティ ブ ディ スカ ッ シ ョ ン ベ ー ス 知識 を も と に グル ー プ ワー ク ば ら ば ら な 知識 で は な く 、 
ラー ニン グ (積極 性 、 主 体 性 、 個 実行 する 力 の 習得 (協調 性 ) 全体 を 見 て 、 論 理 的 に 
の 確立 、 フ ラッ ト 、 双方 (実践 力 、 実 行 力 ) 考え る (レポ ー ト 中 心 ) 
向 ) (論理 性 、 実 践 力 、 実 行 
љо) 
“主体 性 : 


自ら の 意見 (仮説 ) を 持つ 、 そ れ を 常に (リア ル の フィ ー ル ド 、 日 々 の ディ スカ ッ シ ョ ン 、 
グル ー プ ワー ク ) の 中 で 検証 する 姿勢 (So What? ) 

・ コ ラボ レー ショ ン : 

授業 参加 者 全員 (学生 及び 教員 ) が 、 フ ラッ ト な 立場 で 、 授 業 を 作り 上 げ る 姿勢 
(教員 だ け で は な く 、 学 生 も 、 参加 者 に 何 か 教え て あげ る 積極 的 姿勢 が 必要 ) 


ラビ ジネス 界 の 求め て いる 人 材 ? ! 
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本 
el 
年 
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パネ ラー 個別 白熱 セッ ショ ン で 、 是非 直接 聞い て みて くだ さい 。 
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О 甲南 大 学 マネ ジメント 創造 学部 特設 科目 シラ バス 


授業 科目 名 : 特 設 科目 

担当 者 名 : 桐 畑 哲 也 ( キ リハ タ テツ ヤ ) 

単位 数 :2 

配当 年 次 :3 年 次 以上 

開講 期 別 :2012 年 度 後期 

曜日 ・ 時 限 :10 月 以降 隔週 (5 回 x 1.5 時 間 ) 1 月 下旬 2 日 間 集中 (10 回 x 1・5 時 間 ) 授 業 

(外部 の 経営 者 と の コラ ボレー ショ ン の 成果 発表 の 場 ) 

特記 事項 :9 月 19 日 ( 水 )12 :20 に 説明 会 を 開催 し ます 。 
登録 期間 は 、 後 期 登録 期間 と 同時 期 。 

オフ ィ ス アワ ー : 授 業 終了 後 

講義 の 内 容 


広く 企業 経営 全般 か ら 、 仲 間 と 共に 、 自 ら の 学び た い 内 容 を 、 い か に 学ぶ か 、 自 ら 企画 立案 、 学 生 自 
身 で 授業 自体 を 作り 上 げ る 。 本 授業 は 、 主 体 性 、 実 践 力 の 養成 が 、 最 大 の 目的 。 担 当 教員 の 専門 領 
域 は 、 アントレプレナー シップ だ が 、 可能 な 限り 、 受 講 生 の 希望 に 対応 する 。 また 、 関西 の 有望 中 小 ・ 
ベン チャ ー 企 業 の 経営 者 、 有 識者 、 公 的 機関 等 と の 連携 し 、 幅 広い 展開 が 可能 な “ 場 ~ を 提供 する が 、 
それ を 生か す も 殺 す も 、 受 講 生 次 第 。 


到達 目標 

学び に 対す る 高い 意欲 、 コ ミッ トメ ント 、 努力 を 惜しま ぬ 学 生 の み を 対象 と する 学生 自身 が 、 自 ら の 学 
び た い 内 容 を 、 い か に 学ぶ か 、 自ら 企画 立案 し 、 運 営 す る こと で 、 ビ ジネス パー ソン と し て 、 不可 欠 な 
主体 性 及び 実践 力 を 養成 する 。 
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今 か ら 、 発 表し ます 。 
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特徴 的 な 取り 組み を ピッ クア ッ プ 


全国 9 大 学 「 キ ャ リア 教育 」 へ の 挑戦 


関西 エリ ア 


甲南 天池 マネ ジメント 創造 学 奉 は だ 同 設 
КЕЛ: л ЖЛ ҮК к >Ш 
で プロ ジェ クト を 進め 「 共 に 学び 、 自 ら 行動 す 
る 」 学習 スタ イル を 座 汰 し て お り 、 今 局 の 縛 業 
も 企業 の 天 み を 理 族 する こと だ け で な く 、 そ 
の プロ セス か ら 学 ぶ こ と も 重 補 し て いる , そ の 
た め 、 学 生 の 主 価 も 研究 4 押 、 ク ラス へ の 貢献 
{学ぶ プロ セス の 中 で の 筐 動 的 な 行動 )6 着 の 
比重 で 行う . 経営 者 の 話 を 還 き 、 普 行 し て 文 
其 で 理論 を 学習 , 理 締 を 名 企 葉 の 実践 と し て 
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